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④補助線を引く
１）　右の表の　壁などにチェックしている場合は、○のチェックを、外してください。

２）　平行投影にします。

チェックを外して作業してください。
チェックを入れたまま行うと、補助線を消しゴムで消す際に、元の
壁も消えてしまいます。

ここをクリックで外れます。

３）　線　を選択します。
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４）　補助線を引きたい箇所から引きます。　真っ直ぐ引けるガイドが表示されます。

５）　開始点から長さを指定できます。マウスを直線上で止め、キーで数値を直接入力します。

開始点からの長さ開始点からの角度

数値を直接入力します。

開始点
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６）　数字を入力し Enter を押すとその数値の地点にマウスポイントが固定されます。

７）　固定された地点から上などにも移動できます。　自動で線を読み取り、垂点などを表示
　　 するので、Enter を押します。
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８）　垂点から左へ真っ直ぐの線を伸ばしたり、続けて入力もできます。角度を保てば図面が
　　 歪んでいても真っ直ぐの線を引くことができます。

90°　、180 などの場合、開始点から真っ直ぐの線が引けます。
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PDF 図面アップロード

アップした PDF 図面の保存

保存状態　　　  未保存

画面上のアイコン

テクスチャー

データ表開閉

部材　   長さ　   矩形　多辺形　 開口（長さ）開口（面積）　長さ選択　面積選択　開口周長選択　 削除

 　　　　　　             梁／ RC 梁　      スラブ／　　　　　　     壁／ RC 壁　　　　階段／ RC 階段　　 RC 基礎　　RC 人通口

壁開口　　 窓　    ドア線（補助線）　 円

柱／丸柱／多辺形／
RC 柱／ RC 丸柱／
RC 多辺形

基準線設定　必ず1番先に行います。

先にアイコンをクリックし、目的の箇所を
図面側でクリックし、選択後 Enter を押す
と右表に数値が表示されます。

図 面 選 択 は ダ
ブルクリック

平行投影
透視投影　切り替え

赤い四角マイナスが行に表
示された時、クリックで削
除できます。

詳細設定を開くと
壁や窓やドアなどの１
つ１つを編集できます。

※削除するときは消しゴムアイコンをクリックして 1 本ずつ
削除してください。右の表には表示されません。

片持ちスラブ
RC スラブ
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画面左部分から目的のページをダブルク
リックします。図面が表示されます。　

※ダブルクリック

図面上で、マウスホイールを
上下に操作します。

画面全体で拡大・縮小
はしないでください。

画面操作方法

図面の位置移動はキー
で操作できます。

マウスホイールを押したまま動かし
て移動します。

※マウスホイールがないマウス

縮小

拡大

【拡大・縮小】

【図面位置移動】

【３D 時　上下左右移動】

+
Shift ＋マウスホイールを押したま
ま上下左右に動かします。

【３D 時　３６０° 操作】
マウスホイールを
押したまま動かします。


